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近年、日本における医療の世界では、「人生100

年時代」が掲げられています。私たちは平均的に寿

命と健康生活が延び、食生活を含めた豊かな生活が

長く送れるようになっていると思われます。特に日

本における食生活は、世界的に「トップクラスの食

文化」として注目を集めています。これは日本人の

平均寿命および健康寿命の高いデータが評価されて

いることとつながっています。そして、国立病院に

勤務する管理栄養士の業務として、入院患者に食事

療法として提供する食事にも世界が注目をしていま

す。国立病院の中には、主にアジアの発展途上国へ

の食事支援をしているところがあります。例えば、

ある国では心臓病などの循環器疾患が多く、発症は

食生活と深く関わっていることが認識されていまし

た。その要因の一つとして、塩分の摂り過ぎが挙げ

られ、食事支援の一環として減塩食を基本に食事療

法を行ってきました。

私たち日本人は、いろいろなことで先人の知恵を

継承し、その時代に適合したものへと進化や発展を

してきました。まさに食文化も同様と言えると思わ

れます。外食産業などでは、さまざまな食材や料理

が散見されますが、「病院食」も時代とともに食文

化を大切にしてきました（写真１）。
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病院食における砂糖とでん粉

写真１　行事食の例（７月七夕）（塩分2.5g）
鮭ちらし寿司、おくらとそうめんの澄まし汁、がんもどき煮物、きゅうりの酢物、寒天の星ゼリー
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１．病院食の食事基準
ここからは、私たち国立病院の管理栄養士が入院

患者に提供している治療のための病院食を紹介し、

「砂糖とでん粉の重要性」をお伝えしたいと思いま

す。病院食の食事基準について説明します。当院は

総合的な急性期病院で、入院患者の平均入院期間は

約12日間となります。生活習慣病といわれる糖尿病、

腎臓病、心臓病、肝臓病、脂質代謝異常症（高脂血

症）、膵臓病、がん、消化器術後などの治療を主体

としています。さまざまな病状に合わせ約50種類

の食事が分類・提供されており、中でも最もスタン

ダートな食事は、「常食」として位置付けています。

この常食が基準となり、全粥食や消化器術後食、

糖尿病食、腎臓病食、心臓病食などの「展開食」と

して応用されます。常食の基準値は１日当たりエネ

ルギー 1900キロカロリー、水分量1800ミリリッ

トル、たんぱく質70グラム、脂質50グラム、炭水

化物340グラム、塩分８グラムとなります。そして、

食品構成として１日当たりの食品使用量が目安とし

て決められています。具体的には表１の通りです。

また、３大栄養素（たんぱく質、脂質、炭水化物）

におけるエネルギー比率を見ると、たんぱく質エネ

ルギー比15％、脂質エネルギー比25％、炭水化物

エネルギー比60％となります。エネルギー比率は、

たんぱく質１グラム当たり４キロカロリー、脂質１

グラム当たり９キロカロリー、炭水化物１グラム当

たり４キロカロリーのエネルギー量より算出されま

す。この栄養素のバランスが整った食事が入院患者

へ勧める食事として、また入院患者への「教育食」

となっています（写真２）。

表１　常食の食品構成（１日当たりの使用量）
� （単位：g）

食品 使用量 食品 使用量
米飯（３食分） 540 牛乳 200
芋類 80 油脂類 20
他穀類 5 緑黄色野菜 150
果物類 100 その他野菜 250
魚介類 70 藻類 5
肉類 70 みそ 10
鶏卵 50 砂糖 8
豆腐 40 他調味料 5
大豆製品 20

写真２　教育食の例（塩分2.5g）
米飯、鮭塩焼き、甘酢生姜、茄子ピーマン炒め、三つ葉浸し、グレープフルーツ

栄養バランスのよい食事

毎毎食食『『主主食食・・主主菜菜・・副副菜菜』』ををそそろろええてて食食べべるるここととでですす

ビタミン、
ミネラル、
食物せんい

汁物、果物、乳製品は
１日のなかでとります

メインの魚・肉・
卵・大豆製品のお

かず(主菜）
たんぱく質、脂質

（60～80g）

ごはん・パン・
めん（主食）
炭水化物

（150～200g）

果物
（（100g））

野菜・きのこ
海そうのおかず
（副菜２品）

150g
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２．病院食での砂糖とでん粉
ここで、本題の砂糖とでん粉について説明します。

砂糖は上白糖を調理に使用しています。使用量は１

日10グラムほどですが、エネルギー源として即効

性があり活動する上で必要不可欠な食品となりま

す。また、でん粉は主に芋類、穀物類、主食の米飯、

豆類、調味料としての片栗粉などで摂取します。私

たちの食事の主体であり、とても重要な食品と言え

るでしょう。私たちの食事は、約６割のエネルギー

をこの炭水化物で摂取することが理想とされていま

す。このバランスがとれた食事を続けられれば、多

くの生活習慣病は予防できると考えております。ま

た、これを基礎として応用することで治療食として

利用することができます。

３．入院患者への栄養食事指導
私たち国立病院の管理栄養士は外来、入院患者に

対して栄養食事指導を実施しています。当院では６

人の管理栄養士により年間2000件の食事指導を行

っており、疾病別では糖尿病、心臓病、脂質代謝異

常症（高脂血症）、腎臓病の順に件数が多い結果と

なっています。いずれの疾病に対しても①食事療法

②運動療法③薬物療法-が３本柱となり併用されま

す。その中でも食事療法がとても重要な治療として

中核的な治療となっています。患者の栄養状況を食

事で改善することが、早期の病状回復へつながると

言っても良いでしょう。

また、集団栄養食事指導として糖尿病教室、腎臓

病教室、肝臓病教室、がん患者のための料理教室や

精神科プログラムとしての料理教室など、さまざま

な取り組みを国立病院は実施しています（写真３）。

病院によって疾病別に特徴があり、開催頻度も違い

ますが管理栄養士が患者、家族に対して指導してい

きます。

４．糖尿病の食事管理
糖尿病の食事管理について説明します。糖尿病の

栄養管理は主に血糖値を正常に保つために、食事は

炭水化物、糖質とエネルギーを制限して高血糖や低

血糖を防いでいきます。そして、糖尿病神経障害、

糖尿病網膜症、糖尿病腎症、動脈硬化（脳卒中、心

臓病）などの合併症を予防します。まず、食事管理

として、患者の年齢、性別、身長、体重、生活活動

強度（１日活動し体を動かす力量＝４段階係数）に

より１日必要エネルギー量を算出します。また、簡

易的には、身長から標準体重を求め、その体重１キ

ログラム当たり25～30キロカロリーを掛けると、

目安の１日必要エネルギー量が求められます。

例として、身長160センチメートル、体重65キ

ログラム、50歳女性患者をみてみましょう。標準

体 重 は56キ ロ グ ラ ム（1.6m×1.6m×22BMI）、

１日必要エネルギー量は1400キロカロリー（56kg

×25Kcal）となります。ちなみに、この患者は

BMI25.3です。わずかですが25を超えていますの

で肥満症と定義されます。体脂肪率も25％を超え

て高めだと思われます。このことから、食生活では

必要エネルギー量をオーバーする栄養過多状況が継

続していたことが推測されます。そして、この患者

に対して病院では、糖尿病の治療食が提供されます。

写真３　腎臓病食の料理教室（塩分1.8g）
米飯、みそ汁、八宝菜、きゅうりとわかめの酢物、巨峰
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エネルギーコントロール食1400キロカロリーの基

準値は、１日エネルギー 1400キロカロリー、水分

量1500ミリリットル、たんぱく質60グラム、脂

質35グラム、炭水化物220グラム、塩分６グラム

となります（表２）。

先程の常食の基準値よりエネルギーと炭水化物の

差が大きく調整されるため、これを食品で調整する

主体は、米飯（１日当たり90グラム減）となります。

次に油脂類（同10グラム減）、砂糖（同４グラム減）

と続きます。他の食品は基本的に同量となります（エ

ネルギーが高い食品は調整）。

高血糖や低血糖を予防し良好な血糖値を安定させ

るためにも、砂糖やでん粉は重要な役割があり、必

要不可欠な食品であると言えると思います。最近、

さまざまな世論により、炭水化物を除くダイエット

がはやっていることが見受けられます。この影響を

受けて糖尿病患者の中には高血糖を回避する目的の

ために炭水化物を極端に除く食事を実施している方

がいますが、そのような患者へ栄養素のバランスの

重要性、１日必要エネルギー量を守ることや炭水化

物の必要性を栄養食事指導の中で伝えています。

最後になりますが、当院で入院患者へ提供してい

る献立を紹介します（写真４）。少しでも健康食に興

味を持って頂き、病院食を理解され、日常の食生活に

役立てて生活習慣病を予防してもらえれば幸いです。

写真４　病院食の献立の一例（塩分2.5g）
米飯、めかじき竜田揚げ、焼きししとう、里芋炊き合わせ、きゅうり酢漬け

表２　病院食一日当たりの基準値
常食とエネルギーコントロール（1400Kcal）糖尿病治療食

常食 糖尿病治療食の例 差
エネルギー（Kcal） 1,900 1,400 ▲ 500
水分量（ml） 1,800 1,500 ▲ 300
たんぱく質（ｇ） 70 60 ▲ 10
脂質（ｇ） 50 35 ▲ 15
炭水化物（ｇ） 340 220 ▲ 120
塩分（ｇ） 8 6 ▲ 2


